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資料１ 

令和３年度姫路市観光戦略推進会議について 

 

１ 趣 旨 

姫路市の観光施策の指針としての役割を担っている「姫路市観光戦略プラン」

が、令和３年度をもって満了する。令和４年度から５年間にわたる姫路市の観光

戦略の策定にあたり、観光について優れた見識を有する委員から、幅広い意見や

提案を聴取することを目的とした任意懇話会。 

 

２ 委 員 

「姫路市観光戦略推進会議 委員」のとおり 

 

３ 会議スケジュール 

(1) 第１回会議（令和３年８月６日） 

ア 委員紹介及び座長の選任 

イ 姫路市観光戦略推進会議について 

ウ 姫路市の観光の現状について 

エ 姫路市観光戦略プランの改定について 

オ 意見交換〔テーマ案：観光客受入体制の充実、ＭＩＣＥの推進〕 

 

(2) 第２回会議（令和３年１０月） 

ア 姫路市の観光の現状（アンケート等）について 

イ 意見交換〔テーマ案：滞在型観光の推進、インバウンド観光の推進〕 

   ウ （仮）姫路市観光戦略プラン骨子・素案について 

 

(3) 第３回会議（令和３年１１月） 

ア 意見交換〔テーマ案：これからの観光の取り組みについて〕 

イ 姫路市観光戦略プラン案の市民意見（パブコメ）の募集について 

ウ 姫路市観光戦略プラン（案）について 

 

(4) 第４回会議（令和４年２月） 

ア 姫路市観光戦略プラン案の市民意見（パブコメ）の募集結果について 

イ 姫路市観光戦略プラン（案）について 
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姫路市の観光を取り巻く情勢と動向 

 

Ⅰ 観光を取り巻く情勢 

１ 国の戦略  

２ 兵庫県の戦略  

３ 関西広域連合の戦略 

 

Ⅱ 観光動向 

１ 全国の観光動向  

（１）訪日外国人観光（インバウンド）の現状  

（２）日本人観光の現状 

２ 兵庫県の観光動向 

（１）観光客数と観光消費額等 

（２）兵庫の訪日外国人旅行者 

３ 姫路市の観光動向 

（１）総入込客数 

（２）ゾーン別観光施設入込客数 

（３）市内観光施設別入込客数 

（４）月別入込客数 

（５）外国人観光客数 

 

Ⅲ 姫路市の観光を取り巻く社会潮流 

 

 

資料２ 



                     ３ 

Ⅰ 観光を取り巻く情勢 

１ 国の戦略 

■ 観光立国推進基本計画（平成 29 年 3 月） 

国は、2003 年（平成 15年）の「ビジット・ジャパン事業」開始以降、2006 年（平成 18 年）に

観光立国推進基本法を制定し、これに基づき、2017 年（平成 29 年）に観光立国推進基本計画が 

閣議決定されました。観光は、成長戦略の柱、地方創生の切り札として観光立国の実現に関し、

国が総合的かつ計画的に講ずべき施策として以下を掲げています。 

なお、計画期間は、平成 29 年度～平成 32 年度ですが、コロナ禍の影響で改定を先送りしてい

ます。 

 

【施 策】 

１．国際競争力の高い魅力ある観光地域の形成 

国内外から選考される魅力ある観光地域づくり／東北の観光振興／文化財を中核とした観光拠
点の整備／魅力ある公的施設の公開・開放等／古民家等の歴史的資源を活用した観光まちづくり
／国立公園の「ナショナルパーク」としてのブランド化／滞在型農山漁村の確立・形成／良好な
景観に関する観光資源の保護、育成及び開発／離島地域等における観光振興／国際拠点空港等の
整備等／クルーズ船受入れの更なる拡充／「地方創生回廊」の完備 

２．観光産業の国際競争力の強化及び観光の進行に寄与する人材の育成 

地域独自の魅力を生かした旅行商品の創出／民泊サービスへの対応／「観光地再生・活性化フ
ァンド」の継続的な展開／観光の振興に寄与する人材の育成・宿泊業の生産性向上 

３．国際観光の振興 

オールジャパンによる訪日プロモーションの実施／ビザ発給に係る要件の緩和／最先端技術を
活用した革新的な出入国審査等の実現／通訳ガイドの質・量の充実・ランドオペレーターの登録
制度の導入／通信環境の整備促進 

４．観光旅行の促進のための環境の整備 

訪日外国人旅行客等の災害被害軽減 

 

■ 明日の日本を支える観光ビジョン（平成 28年 3月） 

上記の観光立国推進基本計画とも連携し、平成 28年 3 月に「明日の日本を支える観光ビジョン」

を策定し、５つの目標を掲げ、観光先進国の実現を目指しています。 

「明日の日本を支える観光ビジョン」の５つの目標 
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■ 観光ビジョン実現プログラム 

さらに政府は、観光立国実現に向けての今後１年を目途とした行動計画として、「観光ビジョ

ン実現プログラム」を観光立国推進閣僚会議（主宰：内閣総理大臣）において決定し、施策の展

開を図っています。 

以下は、令和２年７月に策定された観光ビジョン実現プログラム 2020 の概要です。 
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２ 兵庫県の戦略 

■ 兵庫 2030 年の展望 

兵庫県では、本格的な人口減少や少子高齢化など、兵庫を取り巻く環境が大きく変化する中、

兵庫の将来を確かなものとし、進むべき道を県民と広く共有するため、2030 年のめざす姿や新た

な兵庫づくりの基本方針等を「兵庫 2030 年の展望」として 2018 年（平成 30 年）10 月に取りま 

とめています。 

ここでは、兵庫の 2030 年の姿のひとつとして「交流五国」を掲げ、世界の海外旅行者が大きく

増加する中、2030 年の訪日外国人旅行者の目標について、国の 6,000 万人に対し、兵庫県では 600

万人と設定しています。また、定住人口 26万人の減少を想定し、その消費額をカバーする交流人

口として、観光入込客が 4,800 万人増加する姿を描いています。 

 

■ ひょうごツーリズム戦略（2020～2022 年度） 

この「兵庫 2030 年の展望」に掲げる「交流五国・ツーリズム人口が拡大する兵庫」を実現する

ために、兵庫へのさらなる誘客を推進するための戦略として、「ひょうごツーリズム戦略（2020  

～2022 年度）」を 2020 年（令和２年）２月に策定しています。 

 

ひょうごツーリズム戦略（2020～2022 年度）の重点施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値目標 
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特に重点施策の中で「１ 観光地魅力コンテンツの創出・発信」では以下の記載があります。 

 

１ 観光地魅力コンテンツの創出・発信 

・県内に複数の滞在観光圏を形成。 

・関西を周遊する訪日客のベース宿泊地を大阪・京都から県内へ誘導 

・付加k価値の高い着地型コンテンツの開発と周遊ルートの旅行商品化 

 

■滞在型観光圏の形成イメージ 

 

 

[主な施策] 

〇兵庫を彩る魅力あるコンテンツの開発 

・兵庫を彩る着地型コンテンツの開発（歴史・伝統・文化（祭り・芸能等）、自然・景観

（兵庫ならではの暮らし体験（古民家宿泊・農伯、里の料理）、農園体験、森林浴

等）、スポーツ・アクティビティ（六甲山・サイクリング等）、食・温泉等） 

・地域の個性を活かした着地型コンテンツの開発 

〇滞在型観光プログラムの開発 

〇交流とにぎわいの空間づくり 
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３ 関西広域連合の戦略 

■ 関西観光・文化振興計画 

関西広域連合では、2012 年（平成 24 年）3月に「関西観光・文化振興計画」を策定（2018 年

３月に計画の見直しを実施）し、府県の枠組みを越え、関西を一つとして捉える観光・文化振興

の戦略的な取組方向を示すとともに、計画に沿って取組の実現を進めています。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

■ 新・関西観光・文化振興計画（仮称） 

なお、「関西観光・文化振興計画」は、2022 年 3 月をもって計画期間（10 箇年）の満了を迎え

ることから、現在、令和４年度～８年度を計画期間とする「新・関西観光・文化振興計画（仮称）」

の策定に取り組んでいます。以下はその要点です。 

 

【ありたい姿（5つの方向性）案】 

（※令和２年度第３回（令和 3年 3月 24 日開催）策定委員会資料より） 

１ 持続可能な質の高い観光の実現 

関西を多くの観光客が訪れ、各地域の賑わいを創出するとともに、観光客、地域住民、観

光事業者の三者が安心できる持続可能な質の高い観光を実現している。 

２ 関西の強みを活かした文化・観光の推進 

世界中の観光客が、有形・無形の文化遺産をはじめ、暮らしに息づく伝統文化や生活文化

など、奥深い関西文化の魅力を体感・体験し、各地域で新たな交流が生まれている。この素

晴らしい関西の魅力を後世に伝えていくための環境づくりが進んでいる。 

３ 大阪・関西万博を契機とした広域周遊・滞在圏の形成 

着地型観光の推進や新しい旅のスタイルの普及、ユニバーサルツーリズムなど関西から新

しい旅の価値を創造し、関西の広域周遊力・長期滞在力を高めることで、万博開催後も多く

の観光客を魅了する広域周遊・滞在圏を形成している。 

４ 関西移転の文化庁との連携による国際的な文化創造圏の形成 

新たな文化創造を世界に発信するとともに、関西広域連合の構成府県市、経済界、民間団

体、文化施設、大学等との連携のもとで、あらゆる分野に文化の力が活かされている。 

５ 磨き上げられた地域の文化を基盤にした関西各地の活性化 

誰もが地域の文化に愛着を持ち、日頃から文化に親しんでおり、地域の絆によって、地域

文化が保存・継承される仕組みのもと、特徴ある地域の産業が生まれるなど、文化を基盤と

して地域が活性化し、インクルーシブな社会を形成している   

① 国際観光なくしてＫＡＮＳＡＩの発展なし 

② 文化観光資源の宝庫・強みを活かす 

③ 関西ファンをつくる 

④ 文化芸術の継承・創造を通じて観光を振興する 

⑤「関西は一つ」になって国際観光振興と文化振興に取り組む 

「アジアの文化観光

首都・関西」として

の地位の確立 

【基本方針】 

関西観光・文化振興計画における基本方針と将来像 

【将来像】 
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Ⅱ 観光動向 

１ 全国の観光動向 

（１）訪日外国人観光（インバウンド）の現状 

➀ 訪日外国人旅行者数の推移 

2019 年の訪日外国人旅行者数は、3,188 万人と、東日本大震災のあった 2011 年以降８年連

続で過去最高を更新したが、2020 年は、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行に伴い各

国・地域において水際対策等が強化された影響等により大きく減少し、前年比 87.1％減の

412 万人となりました。 

訪日外客数の推移 

※2020 年の訪日外国人旅行者数は、前年比 87.1％減の 412 万人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➁ 各国・地域別訪日外国人旅行者数 

2020 年の国・地域別外国人旅行者をみると、中国が 107 万人と最も多く、台湾（69万人）、

韓国（49万人）と続き、東アジアからが全体の 63％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2019 年 訪日外客数 2020 年 訪日外客数 

各国・地域別訪日外客数 

※2020 年の訪日外国人旅行者の 63％が東アジアから 

出典：「⽇本政府観光局（JNTO）」 

出典：「⽇本政府観光局（JNTO）」 
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東南アジア及びインドは、72万人（17％）で、このうちタイが 22 万人、ベトナムが 15 万人

となっています。 

欧米豪からの訪日外国人旅行者数は 59 万人となり、このうち米国は 22 万人、豪州が 14 万

人となっています。 

なお、前年の 2019 年と比べ、東アジアで 88.4％の減少、欧米豪で 85.8％の減少、東南アジ

ア及びインドで 82.1％の減少となっています。 

 

  

訪日者数(人） シェア 訪日者数(人） シェア 前年比
22,360,385 70.1% 2,597,472 63.1% -88.4%

中国 9,594,394 30.1% 1,069,256 26.0% -88.9%

香港 2,290,792 7.2% 345,801 8.4% -84.9%

韓国 5,584,597 17.5% 487,939 11.9% -91.3%

台湾 4,890,602 15.3% 694,476 16.9% -85.8%

4,131,105 13.0% 587,783 14.3% -85.8%

豪州 621,771 2.0% 143,508 3.5% -76.9%

カナダ 375,262 1.2% 53,365 1.3% -85.8%

フランス 336,333 1.1% 43,102 1.0% -87.2%

ドイツ 236,544 0.7% 29,785 0.7% -87.4%

イタリア 162,769 0.5% 13,691 0.3% -91.6%

ロシア 120,043 0.4% 22,260 0.5% -81.5%

スペイン 130,243 0.4% 11,741 0.3% -91.0%

英国 424,279 1.3% 51,024 1.2% -88.0%

米国 1,723,861 5.4% 219,307 5.3% -87.3%

4,009,661 12.6% 718,000 17.4% -82.1%

インド 175,896 0.6% 26,931 0.7% -84.7%

インドネシア 412,779 1.3% 77,724 1.9% -81.2%

マレーシア 501,592 1.6% 76,573 1.9% -84.7%

フィリピン 613,114 1.9% 109,110 2.7% -82.2%

シンガポール 492,252 1.5% 55,273 1.3% -88.8%

タイ 1,318,977 4.1% 219,830 5.3% -83.3%

ベトナム 495,051 1.6% 152,559 3.7% -69.2%

1,380,898 4.3% 212,573 5.2% -84.6%

31,882,049 100.0% 4,115,828 100.0% -87.1%

東アジア計

国・地域
2019年 

欧米豪計

東南アジア・インド計

計

その他

2020年

出典；「⽇本政府観光局（JNTO）」 

各国・地域別訪日外客数 
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③ 都道府県別訪問率 

2019 年の訪日外国人旅行者の都道府県別訪問率は、東京都が 47.2％と最も高く、次いで大阪府

（38.6％）、千葉県（38.6％）、京都府（27.8％）、奈良県（11.7％）の順となっています。 

これを 2012 年と比較すると、大阪府、千葉県、京都府、奈良県の訪問率が大きく上昇している

一方、東京都を含め、その他の地域に大きな変化はみられず、旅行者の増加が特定地域に集中し

ている傾向があります。 

 

都道府県別訪問率ランキング上位 20（2012 年・2019 年） 

※大阪府、千葉県、京都府、奈良県の訪問率が大きく上昇 

  

出典：観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣ 

（-4.9） 

（-4.0） 

（＋14.6） 

（＋25.3） 

（＋10.5） 

（＋8.3） 

（-0.4） 

（-0.7） 

（＋0.2） 

（＋3.0） 

（＋0.4） 
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➃ 訪日外国人旅行者の日本国内における消費額 

 訪日外国人旅行者数の増加とともに消費額も増え続け、2019 年には 4兆 8,135 億円と８年連続

で対前年比増となりましたが、2020 年の日本国内における消費額は、試算によると、7,446 億円

（試算値）と前年の 74.5％ものの減少となっています。 

なお、2019 年の訪日外国人旅行者 1人当たりの消費額は、159 千円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 訪日外国人旅行者延べ宿泊者数 

訪日外国人旅行者の宿泊者数も伸び続け、2019 年の全国での外国人延宿泊者数は 11, 566 万人

泊と、対前年比 22.6％増加していましたが、2020 年は、新型コロナウイルス感染症の世界的な流

行に伴い、2,035 万人と対前年比 82.4％の大幅減となっています。 

 

   

年 訪日外国人旅行消費額

2012年
（平成24年）

2013年
（平成25年）

2014年
（平成26年）

2015年
（平成27年）

2016年
（平成28年）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

2019年
（令和元年）

2020年
（令和２年）

４兆5,189億円　

４兆8,135億円　

7,446億円　

1兆846億円　

1兆4,167億円　

2兆278億円　

３兆4,771億円　

３兆7,476億円　

４兆4,162億円　

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」 

訪日外国人旅行者による消費額の推移 

※2019 年には 4兆 8,135 億円 

訪日外国人旅行者 1人当たりの消費額の推移 

※2019 年の 1人当たりの消費額は、159 千円 

出典：観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣ 出典：観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣ 

22,654

22,248
18,298

27,509
18,416

26,314
33,496

44,825

65,615
69,389

79,691

94,275

115,656

20,345

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

(千人）

訪日外国人旅行者延べ宿泊者数の推移 

※外国人延宿泊者数は 2011 年以降大幅に伸び続け 2019 年には 11,566 万人泊に 

 



12 

 

なお、2019 年の地方ブロック別の外国人延べ宿泊者数は、関東に 3,137 万人（38％）、近畿 

に 2,735 万人（27％）と両地域で全国の 65％を占めており、前年比で関東が 18％増、近畿が

25％増となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 旅行形態と予約方法  

訪日外国人旅行者の旅行形態は、77％が個人での手配であり、団体ツアーへの参加は 17％とな

っています。また、旅行の予約方法は、70％が Web サイトからの申し込みで、26％が店頭での申

し込みとなっています。 

 

※従業員数 10 人以上の施設対する調査から作成 

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」 

地方ブロック別外国人延べ宿泊者数 

※2019 年の延宿泊者は、関東に 3,137 万人（38％）、近畿に 2,735 万人（27％） 

※前年比で関東が 18％増、近畿が 25％増 

 

（前年比 25％増） 

（前年比 18％増） 

旅行形態（2019 年調査） 

※77％が個別手配 

予約方法（2019 年調査） 

※70％が Web サイトからの申し込み 

出典：観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣ 出典：観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣ 
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（２）日本人観光の現状 

➀ 日本人の国内宿泊旅行者数 

2020 年の日本人の国内宿泊旅行者数は延べ１億 6,070 万人（前年比 48.4％減）、国内日帰り

旅行者数は延べ１億 3,271 万人（前年比 51.8％減）と、宿泊旅行、日帰り旅行ともに大きく

減少しました。 

また、日本人１人当たりの国内宿泊旅行の回数は 0.7 回、日帰り旅行回数は 0.7 回、１人

当たり宿泊数は 1.2 泊と、前年を大きく下回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

日本人国内宿泊旅行延べ人数、国内日帰り旅行延べ人数の推移 

※2020 年の日本人の国内宿泊旅行延べ人数は１億 6,070 万人（前年比 
 48.4%減）、日帰り旅行延べ人数は１億 3,271 万人（前年比 51.8%減） 

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」 

日本人１人当たりの宿泊旅行、日帰り旅行の回数及び宿泊数の推移 

※日本人１人当たりの国内宿泊旅行の回数は 0.7 回、日帰り旅行回数
は 0.7 回、１人当たり宿泊数は 1.2 泊と、前年を大きく下回る 
 48.4%減）、日帰り旅行延べ人数は１億 3,271 万人（前年比 51.8%

減） 

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」 
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➁ 国内旅行消費額 

2020 年の日本人国内旅行消費額は 10.0 兆円（前年比 54.5％減）となり、このうち宿泊旅行の

国内旅行消費額は 7.8 兆円（前年比 54.7％減）、日帰り旅行の国内旅行消費額は 2.2 兆円（前年

比 53.9％減）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、日本人及び訪日外国人旅行者による日本国内における旅行消費額は、11.0 兆円前年比

60.6％減）となり、このうち日本人による旅行消費額は 10.3 兆円前年比 55.6%減）、訪日外国人旅

行者による旅行消費額は 0.7 兆円前年比 85.4％減）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本人国内旅行消費額の推移 

※2020 年の日本人国内旅行消費額は、前年比 54.5％減の 10 兆円 

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」 

日本国内における旅行消費額 

※2020 年の日本国内旅行消費額は、前年比 60.6％減の 11 兆円 

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」」及び「訪日外国人消費動向調査」 
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２ 兵庫県の観光動向 

（１）観光客数と観光消費額等 

 ① 観光入込客数 

2019 年度の観光入込客数は、ゴールデンウィークが 10 日間の大型連休となったことや、ラグ

ビーワールドカップ 2019 開催による集客があったものの、暖冬によるスキー場の雪不足や、新型

コロナウイルス感染症の影響により、前年度を 0.3％下回る 1億 3,651 万人となりました。 

2019 年度の観光入込客数を 2015 年度と比較すると、「丹波地域」が 13.8％増と最も高く、次いで

「東播磨地域」（11.2%）、「阪神北地域」（10.5%）となっていますが、「中播磨地域」は 19.5％のマ

イナスとなるなど、各地域の入込客数の増減に大きな相違がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

出典：兵庫県「観光客動態調査報告書」 

観光入込客数の推移 

※兵庫県の 2019 年の観光入込客数は、13,651 万人と微減傾向 

出典：兵庫県「観光客動態調査報告書」 

地域別観光入込客数の推移 

総  計 神  戸 阪神南 阪神北 東播磨 北播磨 中播磨 西播磨 但  馬 丹  波 淡  路

2015年度 138,755 35,980 14,461 17,134 8,858 14,176 12,878 6,759 10,331 4,455 13,723

2016年度 134,167 35,000 14,538 16,477 8,823 14,110 11,303 6,539 10,118 4,482 12,777

2017年度 139,047 39,330 14,295 16,831 9,305 13,957 10,963 6,605 10,094 4,655 13,012

2018年度 137,006 35,380 14,475 19,944 9,416 14,074 10,327 6,252 9,888 4,683 12,567

2019年度 136,508 35,420 14,727 18,935 9,848 13,941 10,366 6,187 9,409 5,072 12,603

増減率
2019/2015年度

（単位：千人）

-1.6% -1.6% 1.8% 10.5% 11.2% -1.7% -19.5% -8.5% -8.9% 13.8% -8.2%
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➁ 旅行目的 

旅行目的別では、「スポーツ・レクリエーション」が 27％、「歴史・文化」が 21％、「行祭事・

イベント」が 19％を占め、日帰客が１億 2,467 万人（全体比 91.3％）、宿泊客が 1,184 万人 

（同 8.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 観光消費額 

観光客が支出する交通費、宿泊費、土産品費、飲食費、その他の費用の合計額を関連資料に 

基づき推計した 2019 年度の県内観光消費額は、１兆 3,114 億円で対前年度比７％増となってい

ます。 

  

出典：兵庫県「兵庫県観光関連産業総生産（観光 GDP）」 

出典：兵庫県「観光客動態調査報告書」 出典：兵庫県「観光客動態調査報告書」 

日帰・宿泊別の入込状況 目的別の入込状況 

兵庫県内観光消費額の推移 

※2019 年度の観光消費額は、前年比７％増の 1兆 3,114 億円 
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（２）兵庫の訪日外国人旅行者 

➀ 外国人観光客数 

  コロナ禍以前の全国的な訪日外国人観光客の増加に伴って、兵庫県を訪れる外国人も増加し、 

2019 年には 191 万人に達しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」 

兵庫県の外客訪問率と推計外客数 

※2019 年の外客数は 191 万人と 6年前の 3倍に 

増加率
2019/2013年

訪問率（％） 0.7 0.8 0.7 0.6 0.6 0.7 0.7 1.00

推計外客数(人) 72,547 107,308 138,162 144,238 172,146 218,343 223,174 3.08

訪問率（％） 18.9 21.9 24.4 27.5 25.9 25.8 27.8 1.47

推計外客数(人) 1,958,778 2,937,549 4,815,928 6,610,918 7,430,988 8,047,499 8,863,210 4.52

訪問率（％） 25.1 27.9 36.3 39.1 38.7 36.6 38.6 1.54

推計外客数(人) 2,601,340 3,742,357 7,164,679 9,399,523 11,103,445 11,416,219 12,306,471 4.73

訪問率（％） 6.2 6.2 6.5 6.2 5.5 6.0 6.0 0.97

推計外客数(人) 642,562 831,635 1,282,932 1,490,461 1,578,009 1,871,511 1,912,923 2.98

訪問率（％） 4.4 4.9 5.2 6.9 7.3 8.9 11.7 2.66

推計外客数(人) 456,012 657,260 1,026,345 1,658,739 2,094,448 2,776,075 3,730,200 8.18

訪問率（％） 1.3 1.5 1.2 1.2 1.2 1.1 1.1 0.85

推計外客数(人) 134,731 201,202 236,849 288,476 344,293 343,110 350,703 2.60

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

2017年 2018年 2019年2013年

滋賀県

京都府

2014年 2015年 2016年

(参考)関西府県の外客訪問率と推計外客数 

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」 

（％） 
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➁ 訪日外国人旅行者延べ宿泊者数 

 2019 年の外客延べ宿泊者数は 8 年前の 4.4 倍の 135 万人に増加しています。一方、大阪府の

7.2 倍増、京都府の 7.7 倍増に比べると低い伸び率となっています。 

宿泊者の国・地域をみると、中国、台湾、韓国、香港の東アジア地域で 71％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県の訪日外国人旅行者延べ宿泊者数の推移 

※2019 年の外客延べ宿泊者数は 8年前の 4.4 倍の 135 万人に増加しつつ
も大阪、京都に比べ低い伸び率 

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」 

８年前の
7.2 倍 

８年前の
4.4 倍 

８年前の
7.6 倍 

※従業員数 10 人以上の施設対する調査 

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」 

総数 

1,301,160人 

※中国、台湾、韓国、香港の

東アジア地域で 71％を占

めている 

兵庫県の訪日外国人旅行者の国・地域（2019 年） 
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３ 姫路市の観光動向 

（１）総入込客数 

姫路市総入込客数は総延べ数 325 万 4 千人で、新型コロナウイルス（COVID-19）感染 

症の感染拡大防止のため、緊急事態宣言発出に伴う時短営業や不要不急の外出・移動の自 

粛等により、令和元年度に比べて 602 万 3 千人減少（前年度比 64.9％減）となった。 

令和元年度と比較すると、観光施設入込客数が 61.4％減少、まつり・イベント入込客

数が 87.3％減少、スポーツ・自然観賞等入込客数が 51.1％減少している。 
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（２）ゾーン別観光施設入込客数 

姫路市内の観光施設を「姫路城周辺」、「手柄山周辺」、「書写山周辺」、「桜山周辺」の 4つ 

のゾーンと「その他」に分類し、それぞれの入込客数の傾向をみると「姫路城周辺」が全体 

48.3（88 万 7千人）を占め、次いで姫路セントラルパーク等が含まれる「その他」22.6％ 

（41 万 6千人）、県立こどもの館等が含まれる「桜山周辺」が 12.9％（23万 6 千人）、「手 

柄山周辺」9.2％（16 万 9 千人）、「書写山周辺」が 7.0％（12万 9 千人）となっている。 
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（３）市内観光施設別入込客数 

市内観光施設の入込客数をみると、姫路城周辺施設では、全体で 88 万 7 千人（68.5％減） 

と減少している。 

手柄山周辺では、全体で 16 万 9 千人(52.0％減）、書写山周辺では、全体で 12 万 9 千人 

（51.0％減）、桜山周辺では、全体で 23万 6千人（61.7％減）となっている。 

なお、令和 2年 3月から 5月は新型コロナウイルス感染症の影響により、一部の観光施設 

で休館等を行っている。 
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（４）月別入込客数 

月別の入込客数として最も多いのは「11 月」で 51 万 7千人、最も少ないのが「4月」で 4 

万 8 千人となった。令和 2年度入込客数は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた 

め、観光施設や飲食店等商業施設の時短営業や休館、不要不急の外出・移動の自粛、イベン 

トの中止等の影響により、入込客数は 3月を除いて、全ての月で前年度より減少している。 

特に、令和 2年 4月は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に伴い、国内で初め 

て緊急事態宣言が発出され、多くの観光施設や商業施設が休館し、イベントが中止になった 

ことで、前年度より大幅に減少（95.4%減）している。 
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（５）外国人観光客数 

姫路城の外国人観光客数（入城者数）は 8千人で、令和元年度と比べ 38万 7 千人（98.0 

減）減少している。 

新型コロナウイルス感染症の世界的感染拡大の影響により、日本における新規入国の一時 

停止や、検疫の強化等の措置が取られ、旅行ツアーの中止をはじめ、個人旅行の自粛等によ 

り、外国人観光客は大幅に減少した。言語別でみると、英語圏、中国語圏、フランス語圏、韓 

国語圏の順であった。 

姫路市観光案内所（姫路観光なびポート）での外国人観光客対応者数は、姫路城と同様に 

大幅に減少しており、国（地域）別の傾向として、フランス、台湾、中国の順であった。 

 

（ア）姫路城 
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（イ）姫路市観光案内所(姫路観光なびポート) 
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Ⅲ 本市の観光を取り巻く社会潮流 

本市の観光を取り巻く主な社会情勢の潮流として、①少子高齢化・人口減少社会、➁アフター

コロナへの対応・ニューノーマル、③SDGs、持続可能な社会への関心の高まり、➃デジタルテク

ノロジーの進展が挙げられ、これらの時代潮流に対応するとともに、⑤2025 年大阪・関西万博の

開催が控えており、本市の魅力を世界に発信していく絶好の機会となります。 

また、⑥旅行スタイルの変化により、発地主導型観光から着地型観光が求められています。 

 

① 少子高齢化・人口減少社会 

日本の総人口は、2008 年（平成 20 年）の 1 億 2,800 万人をピークに減少を続けており、2053

年（令和 35 年）には 1億人を下回ると予測されています。 

本市の人口は微増微減を繰り返し、53 万人台を維持してきましたが、近年は東京圏や阪神地域

への若い世代の流出が増加するとともに、死亡数が出生数を上回る状態が続いており、今後、何

の対策も講じなければ、2060 年の本市の人口は 36万人になると見込まれています。 

人口減少と高齢化の進行は、「働き手」の減少から日本全体の経済を縮小させ、一人当たりの国

民所得を低下させるおそれがあり、地方においては、担い手の減少だけではなく、消費市場が縮

小し、地方の経済が縮小するなど、さまざまな社会的・経済的な課題が生じるとされています。 

本市では、「2060 年の定住人口 約 47 万人」を長期的に目指すこととし、目指す 2030 年の定

住人口を 51 万 8 千人と定め、その実現に向けて取り組んでいくこととしています。 

また、定住人口の減少を補うため、旅行者や短期滞在者といった「交流人口」づくりや姫路に

ゆかりや関わりのある「関係人口」づくりにも取り組んでいくこととしています。 

 

② アフターコロナへの対応・ニューノーマル 

新型コロナウイルスによって、我々を取り巻く経済と暮らしの各領域に大きな影響が及び、人

の活動が制限される一方、ニューノーマル（新たな日常）に対応した、社会的な環境の整備、新

たな暮らしのスタイルの確立などが求められています。 

移動と人の交流を基本とする観光は、移動中や旅先での「安全・安心・衛生等」が重視され、 

三密を避け、近隣エリアの旅行需要を取り込むマイクロツーリズムや屋外、野外重視型の個人や

グループ単位での旅行ニーズが高まるとみられています。 

オンライン・バーチャルツアーによる姫路観光の魅力発信や交流をはじめ、これからは観光客

が安心して観光を楽しめるよう、地域が一体となって新たな旅行スタイルに対応した着地整備を

行っていくことが求められます。 

 

③ SDGs、持続可能な社会への関心の高まり 

平成27年（2015年）には、国連サミットにおいて「持続可能な開発のための2030アジェンダ」

が全会一致で採択され、世界的にますます「持続可能性」は重要視されるようになりました。日

本でも「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」が策定されました。 

観光庁では、持続可能な観光地マネジメントを行うための支援ツールとして、国際基準に準拠

した持続可能な観光指標「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」を開発しています。 
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このガイドラインでは、観光客に向けた観光地の受入環境整備とあわせて、感染症対策や災害

に備えた危機管理、地域の自然環境や文化遺産の保護、観光を地域の経済や社会の発展につなげ

地域住民が観光による恩恵を実感できること、先人たちが守ってきた地域の価値を次世代に確実

に受け継いでいくことなどが求められています。 

また、国際認証の公式認証機関である、オランダの非営利団体により、「世界のサステイナブ

ル・ツーリズム100選」が毎年選定され、持続可能な取り組みを実施している地域の証となって

います。 

 

④ デジタルテクノロジーの進展 

今日、ＡＩ、ＩｏＴ（Internet of Things）、ビッグデータ等のデジタルテクノロジーの社会へ

の浸透が進み、経済・社会のデジタル化が進展しています。今後、超高速・多数接続・超低遅延と

いった特徴を持つ第５世代移動通信システム（５Ｇ）の普及等により、経済・社会のデジタル化

が更に急速に進展していくことが見込まれています。 

観光分野においては、Web 上で予約・決済を完結させる OTA（Online Travel Agency）や、膨大

な口コミを閲覧・検索可能な情報サイトなどのネットからの情報収集が一般化しています。 

また、観光地経営においては、ビッグデータに基づく市場分析、AI を活用したオーダーメイド

の提案・販売促進活動、AR（拡張現実）、VR（仮想現実）を活用したリアルタイム・双方向コミュ

ニケーションによるガイドやナビゲーションなど、一般消費者の細かなニーズに応えたり、観光

体験を豊かにする観光 DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進が重要となっています。 

 

⑤ 2025 年大阪・関西万博の開催 

2025年４月 13日～10月 13日の 184日間、「いのち輝く未来社会のデザイン」（Designing Future 

Society for Our Lives）をテーマに、大阪・関西万博が開催されます。 

大阪・関西万博は、150 ヵ国及び国際機関 25 機関の参加を目標とし、約 2,820 万人の入場者数

が想定されており、本市の魅力を世界に発信していく絶好の機会となります。 

 

 

  

大阪・関西万博会場イメージ 

出典：「2025 年日本国際博覧会（略称「大阪・関西万博」）基本計画」(2020 年 12 月) 
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⑥ 旅行スタイルの変化（発地主導型観光から着地型観光へ） 

近年の旅行スタイルは、「団体志向から個人・家族志向」「訪問型から滞在型」「受身型から

参加・体験型」などに変化してきており、地域固有の暮らしや文化との触れ合いを求める個人旅

行者が増加する中で、観光振興のコンセプトも行政や観光関連事業者中心の「旅行振興」から、

他産業や住民等も一体となって旅行者を受け入れる「観光地域づくり」へと変化してきていま

す。 

従来の観光ビジネスである旅行者の暮らす地域（発地）の観光業者が、大量送客を前提に、割

安感を付加価値に観光商品を設計し、情報発信する「発地型観光」は、インターネットの普及や

運輸業界の規制緩和による安価な旅行が可能となり、その付加価値は後退するとともに、観光地

で入手あるいは体験できる商品・サービスの質に観光消費の付加価値の源泉が移ってきていま

す。 

これは、日本人に限らず、訪日外国人観光客も旅行慣れすると、単に有名な観光地よりも自分

のニーズに合った観光地を、見るだけよりも体験を求める傾向があり、旅行者を受け入れる側の

地域（着地）側が、その地域でおすすめの観光資源を基にした旅行商品や体験プログラムを企

画・運営する「着地型観光」が求められます。 

観光の形態が、団体旅行から個人旅行へ、周遊型から滞在型に変化しつつある中で、個々の観

光客の主体性を尊重して、学びや癒し、遊びなど、それぞれなりの楽しみ方を可能にする新しい

観光スタイルの開発が必要となっています。 
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資料３－１ 
姫路市観光戦略プランの改定について 

 

１ 改定の目的 

姫路市の観光施策の指針としての役割を担っている「姫路市観光戦略プラ

ン」が、令和３年度で満了することから、新型コロナウイルス感染症の影響を

はじめ、デジタルの有効活用、SDGｓの国際的な取り組み、アクリエひめじの

開館、姫路観光コンベンションビューローの登録 DMO 化による地域一体となっ

た観光地域づくりなど、本市の観光を取り巻く環境の変化を十分踏まえたプラ

ンに改定し、交流人口の増に伴う経済循環を高め、地域活性化に資することを

目的とする。 

 

２ プランの位置づけ 

姫路市総合計画「ふるさと・ひめじプラン 2030」（令和 3 年度～令和 12 年

度）における観光・スポーツ分野目標「にぎわいと感動の創出」の政策１「お

もてなし観光交流都市の推進」に係る分野別計画 

 ※ 地域 DMO 登録に要する姫路観光コンベンションビューロー策定の「観光

地域づくり法人形成・確立計画」とも連携 

 

３ 計画の柱（参考：姫路市総合計画 ふるさと・ひめじプラン 2030 より） 

〔目指す姿〕 

 ・ 観光を通じて、観光客からも市民からも愛されるまちとなり、交流人口

が拡大している。 

 ・ 観光産業の振興を通じて、まちの賑わいと活力が創出されている。 

 

〔目指す姿を実現するための市の取組の方向性〕 

(1) 観光の振興に寄与する人材の確保・育成 

(2) 生きた歴史・文化・魅力を体感できる観光コンテンツの充実 

(3) 姫路の歴史的・文化的な魅力を伝えるシティプロモーションの展開 

(4) 国内外から高く評価されるコンベンション都市の実現 

(5) 観光客に寄り添った受入環境の整備 

(6) 地域一体となった戦略的・継続的な観光地づくり 

 

４ スケジュール（予定） 

(1) 令和３年９月         骨子作成 

(2) 令和３年１０月～１１月    素案作成 

(3) 令和３年１２月～令和４年１月 パブリックコメント実施 

(4) 令和４年２月～３月      計画改定 



姫路市観光戦略プラン【現行】 基本政策等

基本テーマに基づく政策体系
（基本政策）

施 策
基本政策を進めるための

推進エンジン

観光客からも市民からも愛されるまち、姫路を目指します。

基本テーマ

基本テーマ＆基本政策

「観光を通して、愛し愛されるまち 姫路」

日本の歴史文化を感じられる

「インバウンド観光」を推進する

３ インバウンド観光の推進

都市の活力の向上を目指し、MICE

の開催環境を整え、誘致を進める

４ MICEの推進

姫路城をはじめとする地域の魅力を

活かした滞在型観光を推進する

２ 滞在型観光の推進

観光客を温かく迎え、利便性を高め

る取り組みを官民一体で進める

１ 観光客の受入体制の
充実

都市のホスピタリティの向上

来訪者の利便性の向上

MICE開催地として
選ばれやすい環境づくり

国内外からの
MICEの誘致

外国人観光客の誘致

外国人観光客への
おもてなしの充実

東京オリンピック・パラリンピック
姫路プロジェクトの推進

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

都心部の魅力を活かした
都市型観光の推進

地域の魅力を活かした
滞在型観光の推進

広域観光の推進

魅力ある観光資源の開発、PR

イベントによる魅力の創出

観光産業の育成

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
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姫路市観光戦略プラン数値目標推移

指標 目標 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 状況

姫路市総入込客数 1千万人以上／年 10,267,000 9,873,000 9,149,000 9,277,000 3,704,000 - 未達成

姫路城外国人入城者数 ４０万人以上／年 365,180 343,935 386,909 395,003 8,000 - 未達成

市内宿泊施設客室稼働率
※1

７０％以上／月 11/12月 9/10月 6/6月 10/12月 1/12月 -
概ね
達成
※2

※1　宿泊施設稼働率は、観光庁「宿泊旅行統計調査」参考

※2　令和2年1月頃から新型コロナウイルス感染症の影響あり

【参考】姫路市新総合計画指標 ［令和３年度～］

方向性

総入込客数

姫路城周辺観光客入込客数

旅行消費額

延べ宿泊者数

来訪者満足度

リピーター率

市内宿泊施設客室稼働率

アクリエひめじ来館者数

コンベンション参加者数

６１．７％
［平成27～令和1年度］

［5年平均］

６９．８％
［令和1年度］

３８．６万人
［令和1年度］

４６，８８４人
［令和1年度］

目標（令和4年度）

目標値

９，２７７千人

２，８１７千人

９６，５８４百円

１，４３４千人

８３％

６３％

７４．６万人

５１，６００人

６９．８％

９，２７７千人
［令和1年度］

２，８１７千人
［令和1年度］

９６，５８４百円
［令和1年度］

１，４３４千人
［令和1年度］

８２％
［令和2年度］

資料３－３

現計画期間

指標
基準値

［基準年度］
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姫路市総合計画 観光・スポーツ分野 政策・施策・事業一覧
ー 姫路市総合計画 ふるさと・ひめじプラン2030 実施計画（令和３年度から令和５年度まで）より ー

【施 策】 【事 業】【政 策】

①観光産業を担う人材の確保・育成
②観光ボランティアの充実（再掲）
③姫路ふるさと大使による本市の魅力の発信（本掲）

①観光イベントの開催
②集客対策の推進
③広域観光の推進（本掲）
④外国人観光客誘客対策の推進
⑤姫路城の保存と活用
⑥好古園の充実
⑦動物園の充実

①ひめじシティイメージアップ事業
②広域観光の推進（再掲）
③外国人観光客誘客のためのプロモーションの推進
④他都市との交流・連携の推進
⑤海外姉妹都市・姉妹城交流の推進（再掲）

①MICE誘致の促進
②アクリエひめじの管理運営（本掲）
③第72回世界保健機関西太平洋地域委員会の開催（本掲）

①観光案内所の充実
②市内における二次交通の充実
③観光案内サイン・標識等の充実
④観光ボランティアの充実（本掲）
⑤観光地の美観向上
⑥ユニバーサルデザインの視点に立ったまちづくりの推進（再掲）
⑦観光地にふさわしい景観の形成
⑧観光地のWi-Fi環境の充実
⑨姫路公園の整備（本掲）
➉書写山観光施設等の管理運営
⑪道の駅整備の検討（再掲）
⑫感染症対策としての観光受入環境の充実

①姫路観光コンベンション事業の推進
②観光資源の開発
③新たな姫路市観光戦略プランの策定

ア 観光の振興に寄与する人材の確
保・育成

イ 生きた歴史・文化・魅力を体感
できる観光コンテンツの充実

ウ 姫路の歴史的・文化的な魅力を
伝えるシティプロモーションの展開

エ 国内外から高く評価されるコンベン
ション都市の実現

オ 観光客に寄り添った受入環境の
整備

カ 地域一体となった戦略的・継続的
な観光地づくり
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（受入環境）
（受入環境）

（滞在型観光）

【テーマ】

観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野

お
も
て
な
し
観
光
交
流
都
市
の
推
進

（人づくり、地域づくり）

（活力づくり）

（土台づくり）

（滞在型観光）
（滞在型観光）（姫路城管理事務所など）

（滞在型観光）（地方創生室）
（インバウンド）

（姫路城管理事務所など）
（姫路城総合管理室）

（動物園など）

（滞在型観光）（広報課）
（滞在型観光）（地方創生室）

（インバウンド）
（滞在型観光）
（文化国際課）

（MICE）
（文化国際課・文化コンベンション推進室）

（文化コンベンション推進室）

（受入環境）
（受入環境）（交通計画室）

（受入環境）
（受入環境）

（美化業務課）
（まちづくり指導課）
（まちづくり指導課）

（受入環境）（産業振興課）
（姫路城総合管理室）

（受入環境）
（道の駅推進室）

（受入環境）（姫路城管理事務所など）

（受入環境、滞在型観光、MICE、インバウンド）
（滞在型観光）

（その他）

～
に
ぎ
わ
い
と
感
動
の
創
出
～

３１
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姫路市総合計画 ふるさと・ひめじプラン実施計画での主な事業 

（観光客受入体制の充実、ＭＩＣＥの推進について） 

 

【観光客の受入環境の充実について】 

（施策ア 観光産業を担う人材に確保・育成） 

事業名 細事業名（事業内容） 

観光産業を担う人材の確保・育成 DMO を核とした観光地域づくり（再掲） 

観光ボランティアの充実（再掲） 観光ボランティア活動への支援 

姫路ふるさと大使による本市の魅力発信（再掲）  

 

（施策オ 観光客に寄り添った受入環境の整備） 

事業名 細事業名（事業内容） 

観光案内所の充実 JR 姫路駅観光案内所の充実 

市内における二次交通の充実 

城周辺観光ループバス運行への支援 

観光型 MaaS の導入に向けた調査・研究 

自動運転モビリティ社会実験の実施（本掲） 

観光案内サイン・標識等の充実 
案内サインの充実 

誘導サインの充実 

観光地の Wi-Fi 環境の充実 中心市街地 Wi-Fi 環境の整備・活用（再掲） 

書写山観光施設等の管理運営 

書写山観光施設の管理運営 

［公共施設のキャッシュレス化］ 

書写山観光施設の整備 

広峰山観光施設等の維持管理 

感染症対策としての観光受入環境の充実 公共施設のキャッシュレス化 

 

（施策カ 地域と一体となった戦略的・継続的な観光地づくり） 

事業名 細事業名（事業内容） 

姫路観光コンベンション事業の推進 
DMO を核とした観光地域づくり（本掲） 

姫路観光コンベンションビューローへの支援 

 

【ＭＩＣＥの推進について】 

（施策エ 国内外から高く評価されるコンベンション都市の充実） 

事業名 細事業名（事業内容） 

MICE 誘致の促進 

MICE 施設の PR・誘致活動 

（アクリエひめじを活用した MICE 誘致） 

宿泊施設環境整備支援 

 

（施策カ 地域と一体となった戦略的・継続的な観光地づくり） 

事業名 細事業名（事業内容） 

姫路観光コンベンション事業の推進 姫路観光コンベンションビューローへの支援 

 



観光スポーツ局に関係する主要イベント等について（2020年度～2026年度）

分類

7月23日～8月8日 5月13日～29日 7月26日～8月11日 4月13日～10月13日

●東京オリンピック ●ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2021関西 ●パリオリンピック ●大阪・関西万博

8月24日～9月5日 8月27日～9月7日

●東京パラリンピック ●パリパラリンピック

4月上旬 4月上旬 4月上旬

●姫路城観桜会【中止】・夜桜会【中止】 ●姫路城観桜会【中止】・夜桜会［通年］ ●姫路城観桜会［通年］

●好古園夜桜会【中止】 ●好古園夜桜会［通年］

5月 5月 5月

●書写山新緑まつり【中止】 ●書写山新緑まつり【中止】 ●書写山新緑まつり［通年］

5月・11月 5月21日 11月6・7日 5月 7月～9月

●姫路お城まつり【中止】 ●姫路お城まつり ●姫路お城まつり 🔴姫路お城まつり（予定）［通年］ 🔴ＪＲデスティネーションキャンペーン

6月13、14日 （薪能） 　（ﾊﾟﾚｰﾄﾞ・大名行列） 6月

●姫路ゆかたまつり【中止】 6月 ●姫路ゆかたまつり［通年］

●姫路ゆかたまつり【中止】

10月 9月1日

●ル・ポン国際音楽祭2020【中止】 ●アクリエひめじ開館（23年度までオープニングシリーズ）

10月1日 9月21日

●姫路城観月会（オンライン） ●姫路城観月会（オンライン）

10月30日～11月8日 10月25日～29日

●HIMEJI CASTLE NINJA NIGHT ●第72回WHO西太平洋地域委員会

12月18日～27日 10月

●姫路城フォーシーズンファンタジア hitotose●ル・ポン国際音楽祭2021［通年］

2月 11月

●姫路城特別公開［通年］ ●姫路城ナイトイベント［通年］

2月28日 ●好古園紅葉会［通年］

●姫路城マラソン2021【中止】 ●書写山もみじまつり［通年］

2月下旬

●姫路城マラソン2022（予定）［通年］ 年度末

新中央卸売市場開場●

9月6日 4月 11月 🔴姫路城世界遺産登録30周年 🔴姫路市制135周年 🔴ﾉｲｼｭﾊﾞﾝｼｭﾀｲﾝ城交流10周年 春

🔴市民プール・手柄山遊園閉園 🔴文学館開館30周年 🔴松本市姉妹都市提携55周年 🔴コンウィ城姉妹城提携5周年 🔴スポーツ施設第１期整備目標完了 🔴JR手柄-英賀保間新駅開業（予定）

4月18日 🔴フェニックス市姉妹都市提携45周年 （予定） 11月

🔴馬山市姉妹都市提携20周年 🔴新総合計画策定 🔴昌原市姉妹都市提携20周年（延期） 松本市姉妹都市提携60周年🔴

7月 （令和3年度-令和12年度） 5月 3月

🔴旧三木家住宅公開10周年 9月 🔴はりま姫路総合医療センター開院 4町合併20周年🔴

10月 🔴姫路FC設立20周年 2025年度 2026年度中（目標）

●姫路観光ｺﾝﾍﾞﾝｼﾞｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰ ●姫路観光ｺﾝﾍﾞﾝｼﾞｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰ登録DMO登録（予定） 🔴手柄山中央公園第１期整備完了（予定） 🔴道の駅開駅

候補DMO登録 🔴動物園開園70周年 2026年度以降

3月 🔴手柄山中央公園第２期整備開始（予定）

🔴鳥取市姉妹都市提携50周年

イベント等

（参考）
姫路市内の
節目等

資料３－５

オリンピック等

2020年度（令和2年度） 2021年度（令和3年度） 2022年度（令和4年度） 2023年度（令和5年度） 2024年度（令和6年度） 2025年度（令和7年度） 2026年度（令和8年度）

次期観光戦略プラン期間

 ３３
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「観光客の受入体制の充実」について 
 

 

 観光地としての魅力向上、心地よく快適に滞在できる環境づくりを目指し、地域一体

となって観光振興に取り組み、まち全体で観光客を温かく迎える雰囲気づくりの醸成の

ほか、地域の魅力を伝えるガイドの育成、団体のネットワーク化など、おもてなしの人

づくりを推進している。 

 

 

１ 都市のホスピタリティの向上 

 

① 地域が一体となった取り組みの推進 

 ア 市民・企業等によるイベントボランティア 

 イ 姫路検定による姫路の再発見 

 ウ ＤＭＯによる多様な観光事業者等との連携 

 エ おもてなし研修 

 

② 観光施設における受入体制の整備 

 ア 多言語観光サイン、観光情報の提供 

 イ 観光施設等での Wi-Fi 整備 

 

③ 観光客の安全対策の充実 

   ア 非常時における観光客の安全体制 

   イ 外国人観光客への案内体制の構築 

   ウ イベントにおける安心安全マニュアル整備 

 

 

 

 

２ 来訪者の利便性の向上 

① 観光案内所の充実 

 ア 英語対応スタッフ常駐、広域観光案内 

（JNTO 外国人観光案内所認定制度カテゴリー 

２認定） 

 イ 案内カウンター・デジタルサイネージ・情報 

システムの更新等による案内機能強化 

 

資料４ 

おもてなし研修 

姫路城展示・サイン 

姫路城マラソンボランティア 

姫路市観光案内所 
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② 観光情報の充実 

 ア 観光パンフレット・ウェブサイトの充実 

イ 観光客利便情報（免税店・ロッカー等）の 

収集提供 

 

③ 公共交通の利便性の向上 

 ア 公共交通機関との連携 

イ 交通情報ツールの提供 

 

④ 市内における二次交通の充実 

 ア 城周辺観光ループバスの運行 

イ レンタサイクル（姫ちゃり）の運行 

 

⑤ ユニバーサルデザインの視点に立ったまちづくりの推進 

 ア 観光施設等における多言語化、トイレのバリアフリー化 

イ ウォーカブルな環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大手前通りを活用したイベント 

姫ちゃりサイクルポート 

電動自動車椅子「RakuRo」 
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「ＭＩＣＥの推進」について 
 

本市の強みであるものづくり産業をはじめ、地域の企業・関係者がＭＩＣＥ開催に関

わる環境づくりを進めるとともに、新コンベンションセンターの整備によって、誘致対

象規模を拡大し、さらに経済効果が大きく、次代の産業の創造につながるＭＩＣＥの誘

致を進めている。 

 

１ 国内外からのＭＩＣＥ誘致 

 

① 姫路市の強みを活かしたＭＩＣＥ誘致 

 ア 世界遺産姫路城を活かしたＭＩＣＥ誘致 

 イ 広域連携によるＭＩＣＥ誘致、受入れ 

 ウ ユニークベニューＨＩＭＪＩプランによる誘致 

  

② 産学公が一体となった誘致の促進 

  ア 大学、Ｓｐｒｉｎｇ-８やＳＡＣＬＡなど世界的な 

   科学技術研究施設等、ＭＩＣＥ会場等との連携強化、 

誘致促進 

 

 

 ※姫路観光ＣＢ開催支援等件数 

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 

開催件数 ８９ １２１ ８７ ４ ４ 

支援件数 ６９ ８３ ７７ ４ ４ 

 

学会・研究会 １７ ２０ ２０ ２ ０ 

 うち、国際会議 ８ ２ ３ ０ ０ 

大会・総会 ２２ ２３ ３１ ２ １ 

ｽﾎﾟｰﾂ・展示会等 ３０ ４０ ２６ ０ ３ 

経済波及効果額 25億 8,600万円 34 億 900 万円 37億4,100万円 1 億 3,500 万円 － 

※令和２年度は、７３件予定のところ、６９件中止 

※令和３年度は、８月１日現在（予定含む。） 

 

 

医療系学会 

姫路城におけるユニークベニュー 

資料５ 
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２ ＭＩＣＥ開催地として選ばれやすい環境づくり 

 

① ＭＩＣＥ支援体制の充実 

 ア 相談支援窓口を姫路観光ＣＢに一本化 

 イ 開催支援支援メニューの充実 

（コンベンション開催補助金(最大 200 万円)、シャトルバス補助金、 

観光バス補助金、エクスカーションバス補助金の交付、 

観光パンフ・観光施設割引券・コンベンションバッグの配布、歓迎看板掲出） 

 ウ アフターコンベンションの充実（エクスカーション） 

 

 

 

 

 

 

② ＭＩＣＥ施設の設置及び活用 

 ア 文化コンベンションセンター（アクリエひめじ）の設置 

 イ オープニングシリーズにおける多様な催事の実施 

 ウ 新たなＭＩＣＥ開催の創出 

 

③ ＭＩＣＥ施設情報等の共有 

 ア ＭＩＣＥ開催支援ツール・サイトの充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大ホール 

アクリエひめじ 

展示場 

姫路観光ＣＢ ホームページ「「ひめのみち」 


